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たびのはじまり

W学術ドメインに特化したキーワード補
完システムを作ろう！

Wどうやら、Yahoo!は検索ログを使って
キーワード補完をしているみたい

Wそれなら、大学図書館のOPAC検索ログ
を使って作成だ！



東京大学OPACログデータを入手せり

W担当部署に申請したところ許諾

Wただし、前田個人に対してのもの

W利用目的はキーワード補完に限定

Wツール及び成果公開もＯＫ

まずは、次の語を連想検索させる
ツールを試作してみたが…



キーワードの連接を考える

今日
は

朝か
ら

夜
で
し
た

１語前 １語後

２語後

１語あとのキーワードをGETAに学習させると
次に続く語を予測するかも？



OPAC検索ログと連想検索による
キーワード補完

W連想検索で次のキーワードを「予測」する
のは難しい

W→ ねらいを関連語提示に切り替え

W<タイトル><著者>などの検索フィールド情
報を（もったいないけど）使わない

W→ プライバシーの観点からデータの一般化を
図る

W連想検索の行列が「疎」になることを防ぐ



学習方法

W単語・単語行列をGETAssocで作成
WGETAssoc ITBファイル形式の以下の書
式を使用

W数値 [空白]単語

単語A 単語B 単語C

単語A - 1 0

単語B 1 - 0

単語C 0 0 -



なぞかけ！ 新幹線

W「新幹線とかけて…」

W「インフルエンザと解きます」

W「その心は」
W「どちらも[新型]と連接します」

GETAの連想検索って
ある意味こういうことかと



連接のとりかたを変える

W次に続く語をとる

W前後のｎ語連接をとる

そう差がないような



結果のイメージは出力する
用語に左右されるが…

W入力そのまま

W言選Webの用語
W形態素

結
果
が

連
想
が

面白い

いまいち

働きにくい

働きすぎかも

言語選Webの用語はバランスがよいかも



精度の感じは（自分にとって）
意味不明な語の量が影響しそう

W言選Webの用語に限定
W形態素のうち日本語名詞に限る

英単語や記号が減るだけで、
なんとなく精度があがった感じがする



距離関数を変える

WSMART
Wコサイン距離

結果件数が少ないと、
順序が変わるだけで目に見えた効果なし



凪に突入！

Wひとはそれをいきづまりともいう

風がふかなきゃ
動けませんぜ



GETAの「関連語」を使う

W検索式をそのままGETAにかける（だけ）
WGETA付属の「関連語」提示機能を使う
W上位ｎ件の文書をもとに「関連語」を出す
かを調整可能

いままでの方式より精度が高い気がする。
ただし、出力結果は形態素



つまり学習方法を変える！

W検索式・単語行列をGETAssocで作成
WGETAssoc ITBファイル形式の以下の書
式を使用

Wb1[検索式の文章]

検索式A 検索式B 検索式C

単語A 1 1 0

単語B 1 0 0

単語C 0 0 0



「言選Web」Stemmerの開発

WGETAの「関連語」を形態素ではなく用語
にする

WGETAのStemmer（用語分割）を形態素解
析器ではなく「言選Web」にすればよい（
はず）

Wこれから開発予定

そこで



前処理の追加計画

W旧字体→新字体への変換
Wシソーラス（日本語WordNetあたり）
による、語彙の統一



お宝を求めて
たび（マイニング）は続く


